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は じ め に
 糖はほぼ同数のCH基 とOH基 を持 っているにも
かかわ らず,一 般的には代表的な親水性物質とみなさ




ことが多い。 しか し,た とえば,セ ルロース重合体か
らなる紙は,水 も油 も吸収 し,親 水性,疎 水性の両
面を併せ持 っている。一方,食 物繊維の血清コレステ
ロール上昇抑制作用について多 くの報告があ り5κ16),
食物繊維が胆汁酸を吸着す る こと もよ く知 られてい
る6'8'17'18)。EastwoodとHamilton17)は 食物繊維の胆
汁酸吸着能を有する分画は リグニ ンで,そ の吸着様式
は疎水結合 で あ る と して いる。 同 じくBirknerと
Kern18)も グ リココール酸,ケ ノデオキ シコール酸を
用い,食 物繊維 との吸着を調べ,そ の吸着様式が疎水
結合で単分子反応であると報告 している。これ ら食物




生 じるCH基 の密集面 とこれらの脂質との疎水性相
互作用が上記抑制作用に重要な要素であると考え,一一






SDSモ ノマ,_2223)を溶解 し,デ キス トランゲルのグ
ルコース残基の疎水面とシクロヘキサ ンは強い相互作
用を示す ことも知 られている24'25)。単糖類水溶液中に
おいて も芳香族炭化水素の溶解度 は高め られる2)。糖
の疎水性を示唆するもう一つの現象は,各 糖がポ リス









 芳香族炭化水 素や 脂肪 族炭化 水素 が膨 潤 したSeph-
adex(Pharmacia>, Bio-Gel(Bio-Rad),セ ル ロフ ァイ ン
(生 化 学工業)の よ うな親 水性 ゲ ル に吸着 され ること
はよ く知 られて い る3'19'21'23'26)。 ア ミロースはヘ リッ
クス構 造を とる ことによ ってCH基 が局在 する面 を
形成す る といわれて いるが,Marsden25)は,シ クロヘ
キサ ンが高濃度 デ キス トラ ンゲ ル(Sephadex G-10,G
-15な ど)に 吸着 されるの は,C1形 の グル コース残基
の疎水 的な面 と シクロヘキ サ ンとの疎 水的 な相 互作用
に基づ くと説 明 し,単 糖 レベル での疎 水 的な面(CH
基が局在 した面)の 重要性 を指摘 した。
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18 4.9 0.42 27.1 G-25 
ンゼンの溶解度を表1に示す。デキストランゲルであ























































H20 n.d. 2.0 
O.OlM NaCl 6.6 7.1 
0.05M NaCl 9.5 10.6 
O.lM NaCl 11. 3 12.6 



















solvent 250C 400C 
2M NaCl 0.138 0.140 
50箔 グノレコー ス 0.134 0.145 
507ぢ マノレトー ス 0.213 0.287 
507ぢ マノレトトリオー ス 0.314 0.388 
40% デキストラン 0.212 0.320 
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表6 1ー オクタノーノレと芳香族炭化水素の糖溶液中 (1rnolal)への溶解度
(S: rnoles/kg H20， 250C)2) 









































Benzene Na(Sph×th1 alene B(Sip×h1en05y) l (SX102) 04) 
一一一一ー一一一一品
2.08 2.81 5.33 
2.53 3.97 7.81 
2.88 4.24 7.98 
2.10 3.22 5.64 
2.03 4.07 7.03 
2.41 4.42 7.88 
2.47 5.57 9.75 
2.32 3.78 6.59 
2.86 4.94 10. 12 












- [B][S]~ (3) 
ととで， [B]， [S]， [BS~] は平衡時のそれぞ、れのモノレ濃
度を表わす。 [B]=C(Co:外液の炭化水素のモノレ溶解




C 1 十 KaPP[S]~ (4) 
飽和水溶液中での炭化水素の活量係数は 1とみなせる
ので叩，糖溶液中の炭化水素の活量係数 (f)は次のよ
表7 ナフタレンのマノレトデキストリン (0.55M 
グルコース残基濃度)への溶解度(S:moles 
/kg H20， 250C)2) 
Maltodextrin SX104 お1altodextrin S X 104 
Glucose 2.61 お1altotetraose 3.47 
恥1altose 3.05 恥1altopentaose 3. 59 





Sugar ν KaPPX10 (M-1) 
G1ucos巴 。 。
Ga1actose 0.9 0.82 
おfannose 1.0 0.94 
Xy10se 1.1 1. 00 
Arabinose 1.0 1.13 






































N aphthalene Bipheny1 
100C 250C 100C 250C 
Glucose (3.0) 81 -3 1~2 _._O 
Ga1actose (1. 6) -92 -118 -29 -72 
恥1annose (3.0) -76 -135 -124 -172 
Arabinose (2. 7) -120 -152 -162 -178 
Xy10se (3.6) -144 -157 -205 -215 
























































































表10 単糖類とマノレトデキストリンのポリスチレンゲノレに対する分配係数 (Kav，250C)4l 
Kat 
乱1onosaccharide
H20 2 M NaCl 4M NaCl 2M NaSCN 2 M LiSCN 
Galactose 0.55 0.61 0.67 0.54 0.51 
Glucose 0.56 0.62 0.69 0.54 0.52 
Mannose 0.62 0.68 0.74 0.57 0.55 
Fucose 0.90 1. 33 2.00 nd nd 
Arabinose 0.68 O. 74 0.80 0.60 0.60 
Xylose 0.68 0.74 0.80 0.58 0.57 
Ribose O. 75 0.88 1. 07 0.74 0.63 
Deoxyribose 1. 07 1. 47 nd nd 0.82 
Maltodextrin H20 0.1 M NaCl 2 M NaCl 2 M LiSCN 
Glucose 0.55 0.55 0.62 0.52 
恥1altose 0.67 0.67 0.85 0.52 
Maltotriose 0.91 0.94 1. 33 0.50 
Maltotetraose 1. 01 nd nd nd 
恥1altopentaose 1. 45 nd 3.04 0.52 































_ Kad[S][Bo] [SB]=~一一一一 ω 















r 1 ，Kn，-K':...¥寸iJF~ J = -RT ln1一三一l一三二一一一竺I1
























Monosaccharide ln[(Kav-KO av)j KO ao]4) -8(LlFt)( caljmole)4) lndex A65) lndex C6S) 
Galactose -1.15 。 28.9 14.3 
Glucose -1. 04 460 27.9 14.5 
民1annose -0.80 1060 29.0 15.1 
Arabinose 一0.56 1240 32.1 14.9 
Xylose -0.56 1310 31. 5 15.3 
Ribose 0.09 1950 33.5 17.5 
Fucose 1. 07 1830 




























































































スを 構成糖 とす る グアーガム67),コ ンニャクマンナ
ン68),キ サンタン67)などが 強いといわれている。 こ
れはマ ンノースが ヘキソースの中で最 も疎水性 が 強
く1～4),コレステロールや 胆汁酸の吸着に適 している
ためと考えられ,糖 の疎水性面の関与を強 く示唆 して
いる。またWellsとErshoff'1)は 食物繊維の特殊な高
分子構造がコレステロール改善作用に不可欠の条件で
あることを,ペ クチ ンの構成糖であるガ ラクチュロン
酸ではその作用が失われていることから推定 している。
これはマル トデキス トリンの疎水性が重合度 とともに
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